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国見町地域学校協働本部 国見町立県北中学校、国見町立国見小学校、
国見町立くにみ幼稚園
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○平成 26年６月に組織を立ち上げボランティア支援を開始した。
○町内の小学校、中学校、幼稚園そして保育所を含めた４つの学校等の要望内容に応じた支援を行っている。
○支援内容は、学習補助、体験活動、栽培活動、安全確保、環境整備等多岐にわたっている。
○コミュニティ・スクール委員と地域学校協働本部推進委員を兼務していただき、より連携を図った運営を行っている。
○平成 29年４月より放課後等の学習支援を開始した。

● 活動の特徴・工夫 
【特徴的な活動内容】
○地域の文化団体、地区婦人会や交通安全協会等地域機関との連携を図りそれぞれの強みを発揮している。
○�「ふるさと国見」を積極的に学ぶことが本町教育の柱の一つである。町内史跡フィールドワーク、文化財や芸能学習、桃の栽培学習、
郷土料理づくり（いか人参、ちまき）、国見の民話学習、地域に伝わる踊り等において、地域の方々から積極的な支援を受けている。

○中学生の書写指導、和楽器体験指導等専門技能を活かした支援を行っていただいている。
○�放課後等の学習支援は、学校施設外において小学生、中学生、高校生を対象にフリー参加を主として、子供たちの課題解決への助言
や����補充指導を中心とした学習支援を行っている。

【実施にあたっての工夫】
○�統括地域コーディネーターを中心に、学校支援コーディネーター、学習コーディネーターが協力し合いながら各事業のコーディネー
トを行っている。

○�各コーディネーターは学校の地域連携担当教員と各事業、学校支援等について連絡調整を行い、スムーズな支援ができるように配慮
している。

○学習のねらいが達成できるように、支援に入る前に支援の内容や方法について必要に応じて事前打合せを行うようにしている。
○�ボランティア支援の内容を保護者・地域のみなさんにお知らせするため、文書（写真や言葉）を作成し、配布やＨＰへのアップを行っ
ている。

● 事業を実施しての効果・成果 
○様々な支援により子供たちの学びが体験的になり、専門的な知識や技術にふれる良い機会になっている。
○地域にある教材を直接見学したり、地域の人々から直接聞いたりすることができ、より本質的な学びの機会を得ている。
○安全確保の支援を含め、様々な支援は学校や教師の負担軽減につながっている。
○学校と地域、学校と地域の人々との距離が近くなり、地域に開かれた学校の姿となっている。
○地域の人々にとって、子供たちのふれあいや子供たちの学ぶ姿は大きなやりがいになっている。
●その他 
「観月台フリー学習室」を月曜日から金曜日の夜、中学生、高校生を対象に、町施設（国見町観月台文化センター学習室）を会場に開
催している。学校、家庭以外に落ち着いて自由に学習できる場を提供することを目的に、学習指導者２名から３名を配置し、子供たち
の疑問や質問に対応できる体制をとっている。学校のテスト期間前は多くの子供たちが参加する傾向が見られる。

子供たちの豊かな学びをみんなの力で
ー学校・家庭・地域が一体となってー
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開始年度 平成 26 年度 学級数 18 学級
児童・
生徒数

394 人

活動内容
■学習支援活動　　■部活動支援　　　　■環境整備
■子供の安全確保　■学校行事等の支援　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

統括的な地域
学校協働活動
推進員の数

配置人数 地域学校協
働活動推進
員の数

配置人数 連 携 団
体・企業
等1　人 1　人

ボランティア
の数

登録人数
属性 地域住民等

205　人

参考 URL https://kunimi.fcs.ed.jp

幼稚園から中学校までを一体化させて、地域と学校が「協働」していくという視点が大切にされ、まさし
く地域が一体となって活動を行っています。これからの活動の広がりと深化が楽しみです。ポイント

● 連絡先 国見町教育委員会生涯学習課 ☎ 024-585-2676

こんな
活動です

新
入
学
児
童
下
校
時
の

安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

あ
ん
ぽ
柿
の
皮
む
き
体
験


